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2人が珠算で全道優巌コ
第

“

回全道摯 筆競技

大 会 が こ の ほ と ,わ
れ 、剣國置 表 と して一

帥 部に出場 した若 松

尚弘 さん (■)と小学
校 4年91Tの 部に 出
場 した熱 嵌月 さん (10)
が全道倒 務のⅢ挙を成

し遂 けた。

前
特
捜
部
長
ら
を
事
情
聴
取
□

巨
人
、
横
浜
に
敗
れ
３
位
後
退
日

弟
子
屈
で
ヵ
ム
イ
イ
ビ
リ
マ
回

三
陸
沖
サ
バ
釧
路
に
水
揚
げ
回

釧
根
経
済
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ロ
健
康
回

こ
ｔ
ｔ

に
景
気
間
か
れ
る
●
彼
と

煙
ｔ
け
焼
く
，
シ
マ
に
そ
根
〓
一

日
ヽ
ム
の
連
覇
が
消
え

て
秋
の
［

●
性
力
野
党
は
い
ま
た
に
あ
の
，

扇
風
機
ち
り
″
Ｒ
コ

おヽ
疲
れ
ヽ

結
び
の
一重
各

事
な
一
妖
き
，

亀́

）

■
閣
へ
血
の
気
を
あ
わ
る
お
国

ヤ事l・時議

パネル討論で天然ガスの必要性について訴え
～
」濃 学長

〈左)ら

学生にメール、市長もPR
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環
境
性
に
優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
天
然
ガ
ス
や
バ
イ
オ
ガ
ス
の
利
用
促
進
の
あ
り
方
を
考
え
る
ｔ
ミ
ナ
ー
が
”
日
、
釧
路
市
観
光

国
際
去
＾
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
北
海
道
天
然
ガ
ス
利
用
ｆ
拒
観
筆
零

（́落
蔵
澄
会
長
）が
主
催
し
、
釧
路
開
催
は
４
年
ぶ
り
。
釧

路
公
立
大
学
の
小
磯
修
二
学
長
ほ
か
道
内
外
の
識
者
が
請
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
特
に
本
漬
砺
輛
の̈
要
を
担
う

大
型
ト
ラ
ン
ク
を
、
燃
費
や
燃
，
螢

、^
環
境
一面
で
優
れ
る
，
然

ガ
ス
自
動
車

（Ｃ
Ｎ
Ｃ
草
）
へ
齢
堪
一
９
る
こ
と
の
必
要
Ｉ
を
強
く
訴

え
た
。
釧
根
に
は
な
し
み
の
薄
い
天
熟
ガ
ス
車
の
展
示
も
●
わ
れ
、
関
係
者
た
ち
が
将
来
の
可
能
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
（高
口
秦
）

け
で
　
同
ガ
ス
車
の
導
入
は
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
。

最
初
の
諄
長
で
は
、
小
磯
営
長

が
本
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
関

係
に
つ
い
て
解
説
．
全
国
に
比
べ

二
酸
化
≧
案
（Ｃ
０
２
）排
し
の
割

合
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
同
ガ

ス
利
用
の
有
効
性
を
説
明
。
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
は
地
域
発
展
の
政
策

の
一
つ
と
し
て
考
え
る
べ
き
」
と

述
べ
た
。
慶
壼
書
摯★
〓
，
笙
院

政
策
メ
デ
ィ
ア
研
究
料
の
金
谷
年

展
教
授
は
、
同
ガ
ス
を
用
い
て
熱

と
電
一■
を
取
り
出
す

コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
低
晨
一本
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
訴
え
た
．

税

霞

誓

ｆ

露

慢

計
画
５
讐
ド
は
　
中
〓
櫛
讐
■
■
場
の

構
内
建
燿
車
に
全
国
で
初
め
て
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
を
導
入
す
る
な
と
、
市
の

駆
り
組
み
を
説
明
．
産
道
町
の
松

本
新
吾
農
業
振
興
彗
長
は
、
２
０

０
７
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
家
畜

の
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
バ
ィ
オ
ガ

国
勢
調
責
の
実
施
基
準
日
で
あ

る
●
月
１
日
を
前
に
、
２
二
い
い
体

で
調
査
票
の
配
布
が
始
ま
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
、

地
方
父
付
“
昌
た
の
曇
捉
に
も
な

る
同
調
査
で
　
と
の
よ
う
な
結
果

が
出
る
か
は
大
き
な
関
心
事
．
さ

ら
に
、
今
回
か
ら
調
査
方
法
が
変

車
さ
れ
て
回
収
率
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
釧
路
市

で
は
こ
れ
ま
で
新
た
な
Ｐ
Ｒ
策
を

取
り
入
れ
る
な
と
、
一制
度
の
日
知

と
と
も
に
調
査
票
の
提
出
を
強
く

呼
び
掛
け
て
い
る
。

コ
叩
査
業
の
配
布
は
９
月
い
っ
ば

い
で
、
１０
月
１
日
か
う
７
日
ま
で

は
調
査
員
に
よ
る
回
収
が
行
わ
れ

る
。
到
路
市
で
は
約
９
万
３
８
０

０
世
帯
、
約
１８
万
５
８
０
０
人
が

対
象
と
な
る
見
込
み
。
今
回
の
調

査
で
把
握
さ
れ
た
人
口
は
、
２
０

１
１
年
度
か
ら
５
年
間
の
地
方
交

付
税
の
な塁
笙
早
準
と
な
る
。

同
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
，２
ム
報

く
し
ろ
や
独
自
チ
ラ
シ
の
は
か

一終
草
か
作
っ
た
Ｐ
Ｒ
ツ
ン
グ
な
ど

で
周
知
活
動
を
展
開
し
て
き
て
い

る
が
、
こ
の
ほ
か
に
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
市
長
や
副
市
長
が

各
種
会
議
に
出
席
し
た
際
に
、
あ

い
さ
つ
の
中
で
国
勢
調
査
を
取
り

上
げ
る
こ
と
や
、
大
型
店
の
店
内

放
送
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
釧
路
公
立
大
学
に
も
協

力
を
依
頼
し
　
後
角
が
ス
タ
ー
ト

す
る
２
日
に
は
学
生
に

一
斉
メ
ー

ル
送
信
．
釧
路
短
人
で
は
成
績
表

を
郵
送
す
る
と
き
に
チ
ラ
シ
一ｔ
五

り
込
ん
で
も
ら
う
。

ま
た
、
窓
口
と
な
る
企
画
課
統

計
但
当
で
は
調
，
一塞
配
布
か
ら
未

提
出
世
帯
の
回
収
が
終
わ
る
１０
月

２
日
ま
で
　
平
日
は
午
後
８
時
ま

で
職
景
が
残
る
ほ
か
、
上
□
や
祝

日
ヽ
交
代
で
■
り
し
■
つ
宣
員
や

Ｉ
撃
亜
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

適
え
る

午^
後
５
時
ま
で
）
．
問

い
合
わ
せ
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
１
０

５
７
０

（０
）
２
０
１
０
か
市
統

計
世
当
０
１
５
４

ａ^
）
４
２
０

５
ま
で
。

ス
プ

フ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
′一
　
ほ

か
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比

べ
、
バ
ィ
オ
ガ
ス
の
有
効
性
を
説

い
た
。
ま
た
大
阪
で
天
然
■
ス
ト

・フ
ッ
ク
∞
台
を
所
有
す
る
エ
コ
ト

ラ
ッ
ク
の
池
田
堆
信
取
締
役
は
、

燃
料
費
が
ガ
ソ
リ
ン
の
半
分
で
怪

油
の
７
割
、
燃
費
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
に
比
べ
て
良
い
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
利

点
を
述
べ
、

「荷
主
も
環
境
に
配

慮
し
た
運
送
会
社
を
選
ぶ
時
代
。

多
少
使
い
勝
一■
が
悪
く
て
も
　
ｔ

事
が
入
っ
て
く
る
ト
ラ
ッ
ク
を
選

ネ
ル
●

諦
■
一実
施
。
杢

鬱

一
長
は

「特
に
釧
路
の
輸
送
業
界
は
ズ
然

ガ
ス
に
つ
い
て
の
可
能
性
が
大
き

い
。
ま
す
は
天
然
ガ
ス
車
を
導
入

し
て
み
る
こ
と
も

一
つ
の
き
っ
か

一
ぶ
べ
き
」
と
熟
く
呼
び
掛
け
た
。

一　

菫̈
後
に
、
日
本
環
境
ジ
ャ
ー
ナ

莉活
型「
雀報
埋
』

一
に
　
講
演
し
た
４
氏
を
交

え
た
パ

回
収
率
の
ア
ップ
に
懸
命

釧
路
市
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憑¨一ｒ
一

だ
が
、
そ
の
日
に
収
種
し
た
ば
か

り
の
新
鮮
な
野
菜
が
並
ぶ
。

利
用
者
は
地
元
住
民
が
中
心
で

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
ハ
．
ト
マ
ト
や

【れ
爆
鶉
翠
諭
躊
一餅
工踵
髪
袈
姉襲
一

′
ζ
〓
〓
ヽ
，

ヽ
〓
―
，

●
●
２
Ｆ
ヨ
Ｆ
卜
ヽ
■
ヽ
　
ヨ
Ｘ
マ
〓
　
　
一４
世
代
口
に
あ
た
る
ひ
孫
世
代
ま

一社
壼
所
で
一‘
島
尺
Ｌ
篠
泄
者
の
２

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

一
け
．
地
域
の
思
い
と
国
の
支
援
と

る
．　
　
　
　
　
　
■
一坂
郁
夫
）

一の
連
務
が
必
要
一
と
語
っ
た
。

棘ざ

聟
鎚
∞^
日
●

Ｏ
秋
日
か
ら
年
末
に
か
¨

事
故
が
増
加
し
ま
す

反
射
●
用
晏
，

て
，

交
通
事
故
を
な
く
し

●
∞
日
は
交
通
事
故
ル

▼
詳
し
く
は
二
内
冊
府

大
胆
な
冊


